














































D， D z， Gの前の母音に関する第三則
oD.Dz .Gの前のあらゆる母音は，常に半分の鼻音かソンソネーテかを伴ってゐるや
うに発音される。即ち，鼻の中で作られて幾分か鼻音の性質を持ってゐる発音なのである。
例へば， Mada (未だ)， Mido (御堂)， madoi (惑ひ)， nadame (宥め)， nadete (撫で
て)， nido (二度)， madzu (先づ)， 































mezz uraxi gari (珍らしがり) (p 7) 
chuni agari:u (宙に上がり，る) (p 7) 
namida vo nagaxi:u (涙を流し，す) (p 69) 
mega same:uru (目が覚め，うる) (p 153) 
curumano fiqibari (車の引き針) (p 155) 
(2)濁音の前の母音にテイルデのマークが表されていないもの
nagu色qi:u(嘆き，く) (p 11) 
namida vo vofaie:uru (涙を抑え，うる) (p 33) 
taibio ni vocafare:uru (大病に犯され，うる) (p 63) 
cazari (飾り) (p 94) 





後ろにくる子音 "-'g "-'b "-'d へ， z へ'Z Z "-'J その他
数 693 68 252 15 127 3 63 
2)テイノレデのマーク(鼻音的要素〉がないもの
後ろにくる子音 ""'_'g "-'b "-'d 《、， z へ'Z Z "-' J 




















































I saruhodoniJ (さる程に p59，p121) 
licafodoJ (如何程p109) 
I chicai fodoJ (近い程p132) 
I nogoiJ (拭い p133) 
I axinogoiJ (足拭い p73) 








cocoro ni voyobi (心に及び p123) 
jefi ni voyobanu (是非に及ばぬ p113) 
voyobi (及びp133) 







nagara (ながら p7， p 42， p 42， p 124) 
sanagara (さながら p124) 











しかし，音環境として，類似しているもの InagaxiJ (流し p40) I n旬以iJ (循し p42， p 72) 










cacure docoro (隠れ所 p70) 



























































p 79) momodachi (股立ち
tomodachi (友達 p125) 
p 141) 










形容調語幹に付いて動詞化する，接尾語「がり」が付く形 Icava忌ari(かわいがり p 23)J 
I xitagari (したがり p24)Jなどを調べると殆どテイルデマークが付く形しか見られない
この他，接尾語として， I goroJ (toxTgoro (年頃 p48)， itcugoro (何時頃 p109)， chicagoro 
(近頃 p137))， I gotoJ CiTgoto (言い事 p40)， itazzuragoto (従事 p60)， nivacagoto (俄事





nozomiga (望みが p33) 
faraga cudari (腹がくだり p51)
amega furi (雨が降り p102) 
de 
aburade ague (油であげ p52)
yaride tφqi coroxi (槍で突き殺し p70) 





じ環境でテイルデマークが付いていないものも見られる。これには 3-2で示す Ifiga safu 











fana gami (鼻紙 p20) 
p 37) farubaru (遥々
nusubito (盗人 p71)
chozzubune (手水船 p74) 
caribur詑(借り船 p86) 
vmabune (馬糟 p105) 
cocorobucai (心深い p106) 
p 84) samazama (様々








p 13) coga itta (功がし、った
p 59 p 86) funega cacari (船がかかり
p 154) figa saf u tocoro (陽がさすところ
p 55) goxinra de goz孟ru(御辛労でござる
p 110) icabacari (如何ばかり
p 139) fabacari (さばかり
p 88) core nomi narazu (これのみならず
p 88) nomi narazu (のみならず
p 88) fitocata narazu (一方ならず










ルテのマークが付されていないものが「補遺」のところに rfiga saf u tocoroJ 1例が見られ







taxicani gozaru (確かにござる p27) 
xinji tcum討をgozari(信じ詰めてござり p29) 
qenbo guengili ni gozari (憲法厳重にござり p68) 
qさgano . comio de gozari (怪我の高名でござり p42) 
vrexli gozari (嬉しゅうござり p 70 ) 
medeto gozari (めでとうござり p70) 
このように， rござる」は，開合の符号やアクセントの表示の優先のためテイルデのマークが




(前略)ni nari maraxitさgozaru，iuie，ni，madaconfefion vo mofaidegozaru. 
(になりまらしてござる故に，まだコンヘションを申さいでござる。〉
(前略)doco ni gozaru zo. (どこにござるぞ〉




(前略)no maie de gozatta. (の前でござる〉





(前略)go sontai voncata de gozaru. (御尊体，御方でござる。〉
(前略)tcuini fono chobi ga gazaraide， (後略) (終にその調備がござらいで，)
(前略)to mof u coto va gozaraide， (後略) (と申すことはござらいで，)
























(流れ p 51) 
cava no nagare (JIの流れ














cuchigomori (口寵 p14) 
p 94) 
p 17) tetno nengita taca xocudai (鉄の捻ち、た高燭台






p 73) yaqinagare (焼き流れ
東北大学言語学論集第4号(1995年)
namida (涙 p69)
nixi ， figaxi (西，東 p94) 
cuchigomori (口龍 p14) 
taca xocudai (高燭台 p17) 





ているが，もう一方はテイルデのマークが施されでいない。しかも， r nagare (流れ p51， 










fanaguire (鼻切れ p85) 





butcuiaqigoto (ぶつやき言 p85) 
nacagoto (中言 p120) 









まっていて， I g Jの前でもゆれがあることは IdJの前にもあり， IbJ IzJについては少数
を除いてはほとんど濁音前鼻音になっていなかったことになる。つまり，このテイルデのマー
クが付いていないものの用例を見ると， IgJ . IdJの前は少しあらわれるのに対して，
































(注 1)W羅西日対訳辞書』は，島正三編(1966)Wコリヤート 羅西日対訳辞書・同索引~ (文化書房書







(注4)土井忠生訳(1955)Wロドリゲス 日本大文典~ (三省堂) p637参照。














音の前に記されている In J I mJ 11] Jなどの表記が行毎によって現れることが異なり，しかも
『捷解新語』の原刊本には濁音の前に In J I mJ 11] Jの鼻音的要素の表記が多く現れるのに対
して，改修本・重刊改修本にはそれぞれ原刊本と比べてひくい比率を占めている。『捷解新語』の
この現象は，濁音の前の鼻音的要素の変化を示したものと思われる。
(注 7)大塚高信訳(1934) W コイヤード著日本語文典~ (坂口書庖〉参照。
(注 8)濁音の前の母音でない母音にテイルデのマークが付いているものも次のように見られる。
例)yaxinai (養し、) (p 8) 
chibufa uo fucume (乳房を含め) (p 69) 
その他，これに属するものとしては，濁音の前の鼻音的要素を示す InJの前の母音にテイノレデ
のマークが什いているもの Itacafunda (高札)J(p 40)が一例，援音の前の母音にテイルデ、が付
いてもの Iqincan (金柑)J (p 17)， I zanguen (謹言)J (p 139)， I dai fさnqi(大偏気)(p 76)J 
の3例が見られる。 Itacafunda (高札)Jの場合，濁音の前の鼻音的要素 InJであり， unde (腕





























(1985) I音韻史における中世J(~日本語学j 5月号)によると， I (前略〉モーラ言語期に入る
と，ーモーラずつ切って発音することになったため，次の濁音節との密着度の高い鼻母音は衰滅
することになったj と推定している。
(注14)~機悔録』の日本語訳は，大塚光信校注(1986) ~コリャド蛾悔録j (岩波文庫)参照。
(注15)~捷解新語』には原刊本には「ござる」は濁音前鼻音の表示がほとんど示されていない。それは，
時代が下るにつれてーモーラず、つ切って発音することになったため，次の濁音前鼻音の要素が衰
退することになったからであろう。
(韓国慶州大学校専任講師)
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